
　　

７月２日（日） 班集会＠団ハウス
＜参加スカウト＞ ・ハヤブサ班  ： 生野、松田怜、米山、宮崎、中島、橋本、長谷川

夏キャンプのしおりを配布し、内容の確認をしました。海でのキャンプは久しぶり、ましてや島

では初めての試み。泳ぎたい、釣りがしたいなど大島でのキャンプが楽しみなようです。楽しむ

ためには準備が肝心なので、個人装備や資材について確認しました。
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年間テーマ：島国日本を再認識しよう!!
～海に感謝し、歴史を考えよう～

７月のテーマ ： 【 竹島 】

７月２７～３１日（木～月） 夏キャンプ＠伊豆大島
＜参加スカウト＞ ・ハヤブサ班  ： 生野、松田怜、石窪、米山、宮崎、中島、橋本、長谷川、（松田上班）

いよいよ夏キャンプ始動。 20時に大きなリュックを背負い、新百合ヶ丘、ケンタッキー前に集合

しました。今年のキャンプはBSでは初めての島でのキャンプです（船中泊を含んで4泊5日）。否が

応でも期待に胸が膨らみ、いざ出発!! 果たしてどんなキャンプになるでしょうか？

◆１日目（７/２７）

大島への船が出発する竹芝桟橋へ移動。新百合～新宿～大門～竹芝への移動は駅間の歩く

距離も長く、大きなリュックが移動する様子は周囲からも目立っていました。

船の名前は「さるびあ丸」、白に紺色の船体で、運行航路は、目的地の大島の先は、利島・新

島・式根島・神津島です。ほぼ1番乗りで乗り込み、リュックを荷物室に収納し、船室に移動。指定

席は２等座席。リクライニング機構を備え、まずまずですが、後で聞くと、「ベストポジションで

７月２３日（日） 夏キャン個人装備点検＠団ハウス
＜参加スカウト＞ ・ハヤブサ班  ：松田怜、石窪、米山、宮崎、中島、橋本、長谷川

もうすぐ夏キャン、個人装備の点検を実施しました。パッキングした装備を全部出して、しおりのチェッ

クシートで過不足を確認。軽いものを下に、すぐ出さなければいけない装備を上にし、再びパッキング。

炊飯道具などの隊資材も確認し準備万端です。

７月１５、１６日（土、日） 訓練キャンプ＠団ハウス
＜参加スカウト＞ ・ハヤブサ班  ： 生野、松田怜、石窪、米山、宮崎、中島、橋本、長谷川

午後に集合し、ハットケースを作成。取っ手やペンキを塗るのでまだまだかかりそうです。

本日の夕食は、「夏野菜のドライカレー」、玉ねぎ、人参、ナス、ピーマンなどを炒めてカレー粉、

ウスターソース、ケチャップ、ニンニク、ハチミツなどで味を調整し完成。辛い、いや甘いと意見

が分かれましたが、まずまずの味で、残るかなと思ったご飯も完食しました。

夜は、夏キャンの資材について復習をしました。消灯でテントに戻ると何と二つのテントでセミ

が羽化していました。近くに梅の木があるのに何でテントに？？

翌日は、6時起床なのに半数以上のスカウトが早く起きていました。朝食後に上班によるサイ

トの点検を受け、セレモニー。気温が38℃の猛暑になるとの情報を得、それでも畑の草取りをし、

少し早めに解散しました。セレモニー後に、完成した班旗（生野班長作）のもとで、夏キャンプ用

に支給されたサファリハットを被り記念撮影・・・・。



席は２等座席。リクライニング機構を備え、まずまずですが、後で聞くと、「ベストポジションで

寝られなかった」などと言うスカウトもいました。

出港して暫くはデッキに出て普段見れない夜景を楽しみました。その後、カーテンを閉めて就寝

しましたが、冷房の効きすぎで寝れない事態に・・・・

◆２日目（７/２８）

4時30分、まだ薄暗い大島に上陸。直ぐに波浮港方面への大島バスに乗車しました。この時

間に合わせてバスが直行運行していることには驚きです。しかも貸し切り状態。「海洋国際高校

前」で下車し、キャンプ地の「トウシキキャンプ場」に到着。

大島町営のキャンプ場は全面芝生で設備も整い、とても無料とは思えません。まずは朝食の

おにぎりを食べ、利島や新島が一望できる場所で開所式を行いキャンプ生活をStart!!

設営後、波浮港方面へ探検に出かけました。途中、「トウシキ遊泳場」の状況確認後、「波浮

港突堤灯台」付近で、大きなウミガメの家族に接近遭遇し、大はしゃぎ。足の長い不思議なクラ

ゲにも会いました。帰りにスーパー「マルエーマート」に寄り、昼食の買出し。このスーパーのお

ばさんには「頑張ってね！重いから気を付けてね！」等ど行くたびに声を掛けられ、ずーとお世

話になりました。ある時は、２ℓのジュースをおまけにもらったことも・・・

昼食に「豚しゃぶソーメン」を食べ、早速「トウシキ遊泳場」へ。遊泳場は歩いて直ぐの所です

が、岩に囲まれ、透き通って綺麗です。近くに魚が泳いでいるのも見えます。波が寄せる度に

大きく体が持って行かれる感が何とも言えません。浮き輪やシュノーケルなどを使い楽しみまし

た。泳いだ後のキャンプ場のシャワーは冷たくて気持ち良し！

夕食は、「シーフードカレー」。定番のカレーですが、アサリやエビは島に来た感あり(笑)かも。

船で良く寝れなかったこともあり、班会議を実施し、早めに就寝しました。最終日まで昼間は

日陰に入れば海風が心地よく、夜中は、開けっ放しで寝ると寒いくらいでした。



◆３日目（７/２９）

6時起床、朝食は「納豆定食」。元気を食べて一日の活動のエネルギーを得ます。資材などが

必要な時は本部前のお立ち台で「ハヤブサ班の〇〇です。××に来ました!!」などと叫びます

が、今回はまともな資材もなく、大変でした。

本日のプログラムは「三原山ハイキング」です。軽く歩いて温泉に行く予定が、大きなハプニン

グが待ち受けていました。（この話は後で）

発着港によりバスの運行時刻などが毎日変わります。この日は岡田港（結局、ずーと岡田港

でした）。バスで元町港へ行き、岡田港まで乗り継ぎ、三原山山頂口行きに乗り換えます。運賃

がかさむので、２日乗車券を購入しました。 そして10：40にハイキング開始、風が吹くと涼しい

感じ。ゴジラ岩などを見、雄大な火口を一周し、茶屋でのんびりと昼食。

「お立ち台で叫ぶ!!」

さて、2時のバスで帰ろうとバス停で待っていましたが、バス停の時刻表を見ると、１２：３０まで

しか記載なし。そしてバスは来ない。まさかとは思いましたが、大島バスに電話をしたところ、ま

さかの１２：３０が下りの最終？？？ んな馬鹿な!! 痛恨のミス。 喚いてもしょうがないので徒

歩で下山することに・・・元町港まで約７．２kmを頑張って歩きました。暑さでくたくたです。

温泉は予定を変更し「御神火温泉」に。そして風呂上りに飲んだ「大島牛乳」の味に大感動!!

（しおりの表紙の絵に描いたスカウトがいるくらいです。）衝撃的な美味しさでした。

最終のバスで帰還。夕食の買出しをしサイトに戻りました。夕食のメニューは「麻婆豆腐+わか

めの味噌汁」。麻婆豆腐は美味でしたが、生ワカメが全く切れていないので30cmもの長さ、分

けるのに大変でした。普段、ワカメなんて切ったことが無いのでしょう。そして全部使ってしまし

ました。 星空観察後、班会議を実施し、早めに就寝しました。

「公園に命の水が!!」

◆４日目（７/３０）

朝から抜けるような青空。それ、イッチ、ニィ、サ～ンと上班のラヂオ体操でスタート。朝食は

「イワシ定食」。日本の朝食で活力を付けました。

今日はハードなメニューはありません。バスの2日券をフルに利用し、大島探検に出かけまし

た。 まずは「伊豆大島火山博物館」。大島が形成された歴史や生活、火山の種類、世界の火

山などを学びました。そして元町港まで歩き、「海のパン屋さん」で昼食タイム。ここにも大島牛

乳があったので、大喜びです。そして、暫定プログラムだったのですが、島の東側の「大島公

園」へ。動物園と植物園が併設されていますが、何と無料です。なのに想像を超える種類の動

物が飼育されていました。鋭い眼光？少し愛くるしい？ハヤブサにも会えました。

元町で「浜の湯」に入り、やはり最終バスでサイトに帰還しました。



【 ８月の活動予定】

年間テーマ ： 島国日本を再認識しよう!! ～海に感謝し、歴史を考えよう～

月間テーマ ： - 八丈島 - 当番班 ： ハヤブサ班

８月１２、１３日（土、日） ：訓練キャンプ  ＠団ハウス

８月２７日（日）  ：隊集会  ＠団ハウス

スーパーでお世話になったおばさんにお別れをし、最後の夕飯は、「焼肉丼」でした。

明日の予定を確認し、消灯。

◆５日目 最終日（７/３１）

1時間早めに起きてパンとスープで朝食。台風の影響で風が少し強くなってきましたが最終日

までキャンプ日和に恵まれました。

撤収後、最後のプログラムは、貝の博物館「ぱれ・らめーる」見学。荷物を担いで移動しました。

貝だけの博物館は珍しく、きれいな貝や珍しい貝が多数展示されていました。クイズで缶バッ

チを多数ゲットしたスカウトもいたようです。

バスを乗り継ぎ岡田港へ。15分くらい時間があったので、スカウトはお小遣いでお土産を購入

しました。

13：15に岡田港を出港、18：20に竹芝桟橋に着きました。少し南の島から帰ってきたのにかな

り蒸し暑く感じました。ラッシュの中、新百合ヶ丘に20時過ぎに着き、解散しました。

お陰様で全員無事にキャンプを終えることができました。ご支援に感謝いたします。特に帰り

はラッシュ時と重なり、車で荷物を運搬して頂き本当に助かりました。スカウトは、1回、1回ごと

のキャンプで成長していくことと思いますが、ご家族の支援があってのことです。これからも宜し

くお願い致します。

「椿の実」


